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  Barojaの 三 部 作"Lucha por la vida"

   に つ い て の 試 論 一1

                   木  村  栄  一・

 1900年 「暗い生活」Vidas sombriasに よ って文壇に登場 し,1902年 の 作品

「完徳 の道」 Camino de perfecci6nの 成 功に よって作家 としての位置を確

保 したBarojaは,1904年 か な り長大な三部作 「生存の闘い」Lucha por la vida

を 書 きあげる。「探索」La busca,「 悪 草」Mala hierba,「 曙 紅 社」Aurora roja

か らな る この三部作は,処 女作の中にその繭芽がみ られ る ものの,そ れ以後

の四作 品にはみ られない特 徴を備えてお り,多 才な作家Barojaの 一 面が あ

ざやかに開花 した作品 であ り,ま た人間 としての作者の抱い ていた問題が提

起 され てい る点で も非常に 重要な ものとな ってい る。本稿 ではそ うした点に

注意を払いつつ この三部作 を と りあげてゆ くことにするが,そ のため に,ま

ず 作品の生 まれ た時代の社 会背景及 び作者を素描 し,次 に三 作品の梗概に入

りその後で本論 に移 りたい と思 う。

 この三部作 の時代背景は,十 九世紀末か ら二十世 紀初頭に かけ てであ るが,

そ の当時の スペイ ンは米西戦争敗北後のあ らゆ る意味で疲弊 した雰囲気 の も

とにあ った。支 配者層の無能,腐 敗堕落はい うまで もな く,一 部 の知識人を

除い て国民の大 多数 は王政復古以来の うわ べは安定 した微温 的生活の 中に ど

っぷ り浸 りこみ,そ の精神風土は沈滞 していたQ政 治,社 会,経 済面には も

ち ろん,国 民生活 の中に もはび こっていたcasiquismo,地 方 主義は種 々の点

で スペイ ンの近 代化 の妨げ とな っていた。殊に農工業の立ち遅れ は深 刻な結

果を招 来す るこ とに な った。 とい うのは,十 八世紀 中葉か らの人 口増 加のた

め に,こ の頃に なる と農工業の生産が増加 した入 口に追いつかな くな った。
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そ のため農村の余剰人 口は大都市に流れ こみ,大 都市は貧 民であふれ返 り,

1900年 の 国 内死亡率 は他 の ヨmッ パ諸 国平 均の約二倍 にまで上昇す る とい

               (1)

う惨 憺た る結果 とな ったか らなのだ。Raymond Carrは 当時の スペイ ンを素

描 して,つ ぎの よ うに述べ てい る。

 「十九世紀 ヨmッ パ の労働者社会の特徴 は,都 市生 活の底辺部 で多 くの

人 々が苦 しんでい ることであ った。スペ イ ンでは,都 市 の中に吸収 され る以

前 の移入者,乞 食,街 頭の物売 りがそ の表 われ とな っていた。街頭販 売は徐

hV'成 長 し, Madridの 中心部では零 細な企業 にな り,第 一 次大 戦前には大

店舗に までの し上が った。 しか し街頭販売は小 量で しか購買 出来 ない都市貧

民 と怠 惰な人 々に と って必要な供給機関 と して残 った。新 しい貧 民達は大都

市 の周辺 に生まれた掘 っ立て小屋 に住んでいた。在 来の都市 貧民 と違い,こ

れ らのス ラム街住民は大多数が教会の慈善 事業 の恩恵を こ うむ ることが な く,

ま た保険衛生施設を利用出来ず,都 市に発 生 した死亡率 の高い チフスの犠牲
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者 とな っていた。」

 こ うした情勢の もとで祖国再興のためV'革 新 運動をお こ した文筆家達 が98

年 代 とよぼれ ることは周知の とお りである。Ganivet, Unamunoを は じめ,

Maeztu, Azor匤, Baroja, Antonio Machadoな どに代表 され る この世代は個

人主義的傾向が強 く,こ うした運動 も統一の とれた もの とはな らなか ったが,

1902年 頃 にはMaeztu, Azor匤, Baroj aの 三 人が軌 を一 に して活動 した こと

がある。 これ も見解の相達か ら1905年 頃 に分裂 して しま うのだが,こ こに と

りあげ る三部作の生 まれた1904年 とい}ぽ 分裂 寸前 の,三 人の結束 に大 きな

亀裂の入 った時期である ことは疑いない。(彼 等三人 の結束の誕生 か らその

分裂 までの消息については,Luis S. Granje1の 「98年 代 展望 」 Panorama

de la generaci6n del 98 Madrid,1959. Edics. Guadarrama.に 詳 しいが,

Azor匤の 小説 「意志」La voluntad,1902の 中 に も,い ささか皮 肉 っぽい

(1) Raymond Carr;Spain 1808-1939,0xford,1966;p.413.

(2) op. cit., p.438-439.
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調子 で描 かれ てい る。 また,こ の三部作のひ とつ 「探索」の 中では,Ma-

nue1, Vidal, el Bizcoの 三 人が組 んで こそ泥を働 くところがあ るが,こ れ も

Sebasti疣 Juan Arb6の 言 葉に よれぽ,先 の三人のカ リカチュア とな ってい

       (3)
る とのこ とであ る。)彼 等三人の活動が さして社会的な反響 をよぽず,さ ら

にはUnamunoへ の 呼びかけ も丁重に断わ られ,そ の上に結束にひ びが入 り

それ が 日毎V'大 き くな ってゆ くとい う事態は,自 ら進んで加 った のではない

Barojaに と って も些 事 とみす ごすわけにはゆかなか った ろ う。いや,む しろ

生来懐 疑的で個人主 義者の彼が,こ うした事情か らい っそ うそ の傾 向を強 め

てい った ことは間違 いあ るまい。

 先 に記 した よ うな世紀末か ら初 めにかけ ての首都を舞 台に三 部作は展 開す

るが,以 上の よ うな作者個人 の問題を反映 してか,前 年 の作 「ラブラスの長

子 」El mayorazgo de Labrazよ りもはるかに全体 の色調は暗 くペ シ ミステ

ィ ックであ る。 また,大 衆へ の働 きかけが挫折 に終 ったため,い っそ う懐 疑

的,個 入主 義的な性 格 も強ま っている よ うである。

 次 い で三 作品の梗概に入 るが,そ の前 に少 しのべ ておかねぽな らない こと

があ る。作者が挿 話を好む傾 向のある ことは,し ぼ しば指摘 されてい る通 り

だが,こ れ らの作品では主人 公その もの よ りも下 町に生 きる人間達の姿に焦

点が合わ され ていて,こ れ までの どの作品 よ りも挿話を好む傾 向がつ よ く表

われ てい る。 そのために,物 語 り小説 としての性格を もちなが らも,い わ ゆ

る物語 り小 説作 品のほ とん どすべ てを通 じていえ るような求心 的なス トー リ

ー展開 をみ せてはお らず ,挿 話か ら挿話へ と転 々しどち らか とい えぽ遠心 的

な ス トー リー展 開 とな ってい る。 この点に 関しては,先 で もう少 し詳 しく検

討を加 えるつ も りであ る。 この三部作を と りあげ,「あ りのままに捕 え られた

人生 の項 末で断片 的な観察か ら成 る小説を要約す るとか語 る とかす る ことは,

い ずれ に して も不可能 である。」("Imposible de todos modos resumir o

 (3) Sebasti疣 Juan Arb�;P卲 Baroja y su tiempo, Barcelona, Edit. Planeta,1963;

 p.344.
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"contar"una novela compuesta匤tegramente de observaciones minucio -

                      (4)
sas y fragmentarias de la vida captada al natural.")と の べ ている批評

家 もい る よ うに,そ の梗概 とい って も容易 ではないが,中 心人 物のManuel

とJuanを 軸 に一応のあ ら筋をた どってみ よ うQ

 「探 索」‐La busca

 地 方 の叔父の家で育 てられていたManuelは, Madridの 下 町の下宿 屋で

炊事婦を していた母の もとにや って来る。そ こで しば ら く母の手伝 いをす る

が,下 宿人 と騒 動をお こして追い 出され る。母は仕方 な くManuelをMan-

zanales川 に近い貧民街にあ る靴屋の叔父 の もとへ奉行 に出す。 Manue1は

仕 事に精を 出す一方,同 じ仕事を している叔父の息子Leandro, Vidalと 親

しくな ってゆく。その うち彼 はVidalを 通 して,あ た りに住む少年 達のグル

ー プ �'入 り,そ の頭 目格のel Bizcoを 知 る。 しぽ らくそ んな生活 が続 いた

後,Leandroが 三 角関係の もつれ か ら恋人のla Milagrosを 殺 害 し,自 ら

も命を断つ とい う事件がおこる。Manuelの 心 に暗い 影を残 した この事件は,

叔 父が床 につ く機縁 ともな った。そ のため靴屋は 閉鎖 され,Manue1はPatas

おや じの八百屋に移る。だが,そ こでは仕事を教 えて くれず,間 もな くやめ

てパ ン工場 に働 きに行 く。夜 の十一時 か ら朝の十一時 まで,燃 える よ うなか

ま どの側 で働 くとい う苛酷な労働 のた め身体を こわ し,母 の下宿V`も ヤどって

静 養す る。 しぼ らくして良 くな りかけた頃に,下 宿 の女主人の姪 とごた ごた

をお こし,ま た して も追い出され る。 行 くあ てもな く困 りぬいたManuelは,

Vidalやel Bizcoの い つ もたむろ してい る場所に ゆ き,二 人か ら三 人組を作

ろ うともちかけ られ る。断 りきれず加 わ った ものの,決 しかね てい る うちに,

母 が病気で倒れた とい う知 らせを うけ と り,下 宿屋V'か け つけ る。 看病の 甲

斐 もな く魯は亡 くな り,Manuelは い よい よ行 くあてがな くな り,浮 浪児達

の群 に入 る。そ うしてい る うちY',Vidalとel Bizcoと 組 んで生 きて行 こ

(4)Eugenio,G. de Nora;La novela espa�la contempor疣ea(1898-1927), Madrid,

 Edit. Credos,1963;p.156.
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うとい う決心が つ き,彼 等の もと�'ゆ く。三人はMadridの 郊 外 でけちな窃

盗 な どして,し ぼ らく暮すが,Manue1とVidalはel Bizcoに 我 慢 出来な

くな り逃 げ 出す。そ の後 ち よっとした曲折があ って,ManuelはVidalと 別

れ,再 び浮浪 児の生活に もどる。 その うちに,ふ とした ことで屑屋 のおや じ

Custodioに ひ ろわれ る。 そ この小僧 として働いている うちY'屑 屋 の仕事に

愛 着をおぼ え,ゆ くゆ くは 自分 も屑屋になろ うと考 える。 ある 日,裁 縫師 の

見 習い 出ていた娘のla Justaが 戻 ったのをみて,心 を ときめかす。気 をひ く

よ うな彼女 の態度に,Manue1は す っか りのぼせ上 るが,彼 女は 羽ぶ りの良

い 肉屋 の息子 を連れ て帰 り,家 族 の者に紹介す る。二人 の交 際は進み,結 婚

に まで話が進む 。一方,Manuelは ひ ど く気をお とすが,結 婚式 の 日までは

屑屋にい よ うと決心す る。あ る 日,彼 女 の友達の結婚式 に付 きそ って行 った

ところ,ち よっとした ことか ら彼女の恋人 ともめ,袋 だた きにされる。す っ

か り惨 めな 目にあわ され たManuelは 怒 りにふ るえ,二 度 と屑屋 に も戻 るま

い と心に誓い,そ の夜は 町中をさま よい歩 く。真夜中頃 にな って,工 事現場

のた き火 の側にむ らが ってい る浮浪児達 の中に まぎれ こみ,う と うととま ど

ろむ。ふ と話声が き こ冾s.,耳 を すます と,火 にあた っていた老人 が警 官にむ

か って 「こ うい った連 中は も うま ともな人間 じやない。」 とい ってい る言 葉

が耳に入 り,び っく りす る。起 き上 って夜 の町を暁方までさ まよい歩 きなが

ら,お 日様 の もとで働 いて,ま っと うに生活を送 らなければいけない としみ

じみ考 える。 (こ う した主人公の波瀾に富 んだ生活を通 して,後 の二 作に も

登場す るRoberto Hasting, don Alonso,男 爵 夫人Paquita Figueroaな ど

の入物 が姿をみせ るo)

 「悪 草」-Mala hierba

 ま っ とうな暮 しを し ようと決心 したManue1は,こ れ まで何か と忠 告助言

を与 えて くれたRobertoの 居 所をつき とめ会いにゆ く。彼 の世 話で彫刻家

Alejoと 相 部屋 に してい る所 に割 りこませて もらう。 生 活を支えてゆ くため

に苦闘す るRobertoは, Manuelに 仕 事を探 して働 くよ うに忠告 す るが,
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Alejoや そ の芸術家仲間 とな じんで一向働 こ うと もしなか ったQそ の うちに

仲 間のひ と りが写真店を開 くことにな った のを機に,そ こで働 くこ とに なる

が,も め ごとがあ って しぼ らくでやめる。 その後,Alejoの 友 人が職業 紹介

業を しているMingoteの も とに彼 を連 れてい って くれ る。 数 日の間,雑 用

を していたが,突 然Mingoteが 彼V`む か って男爵夫入 の子息にな るんだ と

言い 出す。わ けの判 らぬ ままに連れ られて男爵夫人 の もとにゆ くが,そ の夫

人 とい うのは驚いた ことに以前母 の下宿に 居た ことのあ るPaquita Figuexoa

だ った。話は うま くま とま り,Manuelは 無 事その男 爵夫 人の息子蓜 さ ま

るが,そ の裏には彼を使 って夫人 の昔 の愛人Redondoを 相手 に一芝居 うち,

金 を まきあげるとい う計画があ った。 彼等 の うった芝居 は ものの見事V'成 功

し,金 づ るをつかむ ことになる。 しか し,Mingoteと の仲 聞割れか ら窮地 に

立 った夫人は,Redondoに もちかけ て田舎 の家を借 りて もらい,娘 のKate

とManue1を 連 れて移 り住む。数ケ月する とRedondoか らの送金が途絶 え,

に っち もさ っち もゆかな くなる。 仕方 な く家財を売 り払 ってMadridに 戻 る

が,無 一文 でど うに もな らず,夫 人は田舎 にい る義兄に救 いを求め,そ の間

はKateの 働 きで何 とか糊 口を しの ぐ。数 日後返事を受け とった夫人 と娘 は,

Manuelに 名残を惜 しみ つつ別れ る。彼女達がMadridを 発 つ 日, Kate Y'

想 い を よせ ていたRobertoが 見 送 りに来 るが, Manuelが ひ と り取 りの こさ

れたのをみ て,印 刷所に勤め 口をみつ けてや る。そ こで働 いてい る間Y`植 字

工のJes俍と 親 し くな り,彼 と同 じ下 宿に入 る。 (そ こでの生活を通 して,

孤 児のla Sa正vadoraと そ の弟 のEnriqueがJes俍の 妹Ia Feaに もらわれ

るとい う挿話が入 る。 このIa Salvadoraは 後 にManuelの 妻 にな る。)単 調

で厳 しい 印刷所 の仕事vす っか り厭気の さしたJes俍は, Manuelを さ そ っ

て遊 びに ゆ くが,そ の後二人 ともずるずる と怠惰 な生 活に入 りこんで しまい,

は ては下宿 を追い 出される。次 の 日,Manuelは 以 前 の知 り合い で人形 使い

を してい るdon Alonsoに ひ よっこ り出会い,三 人 であち こちの救済 院や空

屋を泊 り歩 く。教会が寝 ぐらに丁度い い と気づいた三 人は,そ の後 ある教 会
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に 寝 とま りす るが,僧 の通告 で,う ま く逃げおおせたJes血sを 除い て二入 とも

捕縛 され る。牢 に放 りこまれ てか ら,Manuelは うま く機転を きかせ無事釈

放 して もら う。牢 は出た もの の行 くあ てもな く,ぼ んや り建物 の入 ロに腰を

おろ してい る と乞食 が来 てそ ぼに坐 り,い ろい ろと身の上話 をきかせ る。あ

て もなか った ので,そ の乞食 と掘 っ立 て小屋で一夜を明かすが,暁 方銃声が

きこx い て起 きる。通行人 の話 か ら自殺だ と知 った二入は現場にゆ くが幸

いあた りに人影 はな くまんま とその持物をかすめ とる。盗 品を処分す るため

乞食 の昔の知入 の もとにゆ くと,そ の秘書 として来たのがVidalだ った。思

い がけぬ遭遇に び っく りす るが,と もか くその夜は彼 の世話 で一夜の宿を と

る。 次の 日,Vidalは 彼 に賭 博屋 の仕事があ るがや ってみないか ともちかけ

る。迷 いは したが別 にす ること もなか ったので承諾す る。 しぼ ら くす る うち

にその仕事がた ま らな く厭に なるが,他 にする ことがな く仕方 な しに続け る。

そ うしてい る うちに,今 では娼婦に まで落ちぶれ ていた屑屋 の娘1a Justaと

ひ よっこ り再会 し,そ の まま二人 で同棲生活をする。何 とか その泥沼 のよ う

な生 活か らぬけ 出そ うと考え るが,い ざそのために何か しよ うとす るとお っ

く うにな りず るず る と荒 んだ生活 を続け る。Manuelが, Vidalと 彼 の仲間

のCalatraba,そ れ に夫 々の女 との六人連れで郊外に遊びに 出た一 日,か ね て

か らVida1を つ け狙 っていたel Bizcoが 現 われ, Vida1を 殺 して遁走す る

とい う事件が起 った。そ の事件 にす っか り仰天 したManuelは ま っとうな生

活 に戻 る決心 がつ き,印 刷所 に働 ぎに出る。一方la Justaは そ んなManue1

に す っか り愛想 をつか し姿 を くらます。 悪 い ことは重な り,聞 もな くVida1

の 事 件 で逮捕 され,牢 に入れ られる。観念 したManuelは 知 っている ことを

洗 い ざ らいぶ ち まけ る。一方,賭 博屋の方では有力者に手 をまわ し,Manuel

の 釈 放 を余儀 な くさせ るが,裁 判所の方 では釈放に際 し,el Bizcoの 逮 捕 に

協力す る とい う条件をの ませ る。 彼 と組む ことにな った刑事Ortizは,1a

Feaやla Salvadoraを よ く知 ってお り,彼 女達の下宿に居 て,必 要 な時だけ

同行すれぽ よい とい う許可 を与える。二人 であちこち駆け まわ るが,el Bizco
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の足 ど りはつかめず毎 日が徒労に終 った。あ る 日,捜 索に疲れ て戻 ってみ る

と,Jes俍が お り,彼 はManue1が 警察 の手の者 と昔 の仲間を追 っている こ

とを厳 しくとがめ る。その言葉に うこか され,Manuelは 賭 博屋V'L出 か けて

ゆ き,こ の仕事をやめ られ るよ う警察に手を まわ して欲 しい とい って無 事話

をつけて帰る。その後Jus俍と 二人で散歩 しなが ら夢 の よ うな理想 の世界に

ついて語 り合 う。

 「曙紅社」‐Aurora roja

 プ.. グ に おい て,Manue1の 弟 で神学生 のJuanが 禁 書を読 みあ さ り,

神学校 とい う狭い世界V'あ きた らな くな って未知 の世界 に 出び 出してゆ く過

程が描 かれ,そ の後多少 紆余曲折 のあ った後 のManuel達 が 描かれ る。

 今 ではManuelは 姉 の1a Ignaciaと1a Salvadoraと 一 緒に暮 していた。

彼が 印刷工 と して働 く一方,la Salvadoraはla Feaと 共 同で経営 してい る

雑貨店 の収入 と,刺 繍教室での教授料を入れ ていたの で結 構気楽な暮 しを し

ていた。雨のふ るある 日,何 ひ とつ音信 のなか ったJuanが ひ よっこ りMa・

nuelを 訪 ねてきた。 思いがけない再会にび っく りしたManuelは,弟 にそ

れ までの経過をいろいろ尋ね る。Juanは パ リで美術を学 び,彫 刻家 と して

立 ってゆ こ うと戻 ってきたのだ った。JuanはIa Salvadoraの 魅 力的な顔を

みて是非像を作 らせ てほしい と頼む。一月ほ どでそれ が完成 し,展 覧 会に 出

した ところ大好評 を うけ る。その像は展覧会 の選 考で三位v入 り,賞 金 を う

け とるこ とになるが生来潔癖なJuanは 賞 金を受 け取 りた くな い とManuel

に も らす。Manuelは か ね てか ら何 とか 自分 で印刷所 を経 営 したい と考 えて

いた矢先なので,Juanに そ の賞金を まわ して欲 しい と頼む。そ の賞 金にla

Salvadoraとla Ignaciaの 貯 金を加 えて も,店 を 開 く資金に はほ ど遠か ったQ

二 人の女はManuelの 尻 をたたい てRobertoに 借 りにゆ くようにすすめ,

彼 は仕方な く出か けてゆ く。Robertoは そ の 申 し出を快 くうけ 入れて くれた

ので,さ っそ く印刷所 を開 くべ く大奮闘 し,や っとの こ とで開店 まで こぎつ

け る。だが一 向に注文は こず,そ の うちに無理がたた ったのかM肛}uelは 床
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に つ く。 しか し印刷 所の方を放 ってお くわけに も行かず,友 達 のJes俍に ま

かせ る。病 床にあ る間,la Salvadoraは 献 身的なまでV'彼 に 尽すが,そ の姿

を みたManue1は ほ のかな彼女へ の愛 がは っき りと形を取 ってゆ くのを感 じ,

彼 女 との結婚 の意志 をかため る。

 病 気 もよ くな ったので,Manue1は 印圃所に出てみ ると, Jes俍を 先頭 に

職 人達は馬鹿騒 ぎを していた。Manuelは 驚 いて皆 を しか りつ け仕事 につか

せ る。 そんな彼 にむ か ってJes俍は 「お前は下 劣なブル ジ ョワだ」 とい って

責 め るが,何 とか なだめ る。

 一 方Juanは 芸 術家達 と交 際 し彼等 を知 ってゆ くにつれ て,そ の人 間性 に

失 望す る。そん な時,新 聞記者 の通称el Libertarioと 知 り合 い,自 分の中

に芽生えていた アナ ーキズム思想が彼 との交際を通 して明確 な形 を とってゆ

くのを感 じる。 El Libertarioの さ そいでアナーキス ト達 の会合に加 わる よ

うにな るがそ の うち会 も大 ぎ くな り名をつけなけれぽいけな くな った。そ こ

で集会場に な っていた酒場 の 「曙亭」 の名を とって 「曙紅社」 とい う名がつ

け られ る。ManuelもJes俍に さそわ れてその会合に出る ようになるが,仕

事の方は着実に伸 ば してゆ き経営 も軌道にの り出す。あ る 日Robertoが 仕

事の話を も って来たつい でに,Manuelと い ろいろ議論 し忠告 を与える。 そ

の後,仕 事が厭 にな ったJes俍は,墓 場荒 しを し,身 が危 な くな って タンジ

ー ルに逃げ る事件や ,el Bizcoが 捕 え られ る こと,並 びにその逮捕に協力 し

たdon Alonsoの 死 な どの挿話 が入 る。

 Juanは ます ます ア ナーキズムに深入 りしてゆ き,そ の活動 に全身 全 霊 を

ち ち こむ ようにな る。婦 女子や労働者な ど弱い人 々のための理想郷実現のた

め に 自らを賭け,ひ たす ら逼進す るJuanは 身 体を悪 くするが,医 師の勧告

に全 く耳 をかそ うとは しなか った。病身のJuanが アナーキス トの講演会で

美 しい 演説 を した り,偶 然知 り合 った幾人 かの浮浪者を立ち直 らせ よ うとし

て失敗す る とい った事件 がその後挿話的に続 く。

 一 方,官 憲は アナーキス トの指導者的な位置にあるJuanを お とし入れ よ
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うと謀 略をめ ぐらせ るが,Manue1,1a Salvadoraそ れ に友 入達の協力 で難 を

のがれ る。 その事件 も終 り一段落つい たある 日の夕方,Robertoが 来 て英 国

に も どる ことにな ったが,つ い ては 印刷所 の権利はすべ てManuelに 譲 る,

な おla Salvadoraと 早 く結婚す るよ うに との忠告を与 え る。 突然 の話 で驚

くが,そ の贈 り物 と忠告を素直に うけ,la Salvadoraに そ の ことを話 し,二

人 の結婚 を決め る。

 彼 等が結婚 したか らとい って,家 の方 は別 に変 った ことはなか った。ただ

彼等を悩 まぜたのは ∫uanの こ とだ った。 国王の戴冠式 が近づ くにつれ,病

気で身体が憔悸 しきっているのV`,熱 に うか された よ うに方 々を駆けめ ぐっ

てい るJuanの 姿 に二人は何か異常 な ものを感 じては いたが,な すすべ もな

か った 。Juanの 様 子か らアナーキス ト達 が戴 冠式 のパ レー ドの途riコに 事 を起

そ うと してい るに違いない と考 えたManuelは,戴 冠 式の当 日恐ろ しい予感

にか られ て鮮集で ごった返 すMadridを あ ち こち探 しまわる。や っとJuan

をみ つけ,多 少面倒があ ったものの事なきを}て 連れ て帰 るが,途 中Juan

は と うと う喀血す る。憔埣 しき った身体 をその一 日に賭 け,精 神力 でもち こ

た えてきたJuanに と ってアナーキス ト達 の決起をみ なか った ことは致命 的

な打撃だ った。兄夫婦の看護や 医師の力 もむ な し く,Juanは 果 されなか っ

た美 しい理想郷の夢を抱きつつ彼岸 の人 となるQ

 以 上 ご く大雑把ではあるが,三 作品 の梗概 を記 した。そ こで,こ の三部 作

の構成 をみてゆ くと,上 記 の梗概で も気づか れ ると思 うが,「 探索」 と 「悪

草」は完全 に連続 した作品 とな ってい るのに,「悪 草」 と 「曙紅 社」 との間に

は数年 の時 間的空 白があ り,し か もJuanが 中 心人物 として加 わ ってい る。

また ス トー リーに重点をおい て記 したた め,梗 概 では殆 ん どふれなか ったが,

そ の 内容に もかな りの変化がみ られ る。すなわち,先 の二作 品ではManuel

を 通 して米西戦争 後の首都 の下町の貧民達を描 出 しよ うとしてい るのに比べ,

「曙紅社」 では都市 労働者 の抱い ていた社会思 想を忠実 に記録 してお り,さ

らにJuanとRobertoと い う人物を対峠 させ て,そ こにいか に生 きるべ き
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か とい う作者 自身の抱い てい た問題 を提起 している点で,先 の二作 よ りも思

想的傾 向が 強 くな ってい るのである。

              (5)

 Sebasti疣 Juan Arb6に よれ ば,先 の二作品 「探索」 と 「悪草」は``El

Globo"紙 に 掲載 されていた新 聞小説だ ったのを,一 作 品 としては長 大す ぎ

るため二作 品に分割 した もので,そ れに 「曙紅社」が加 え られて この三 部作

が生 まれた との ことであ る。それゆえ上に のべた よ うな,三 部作の構成,内

容にみ られ る差異は この ことか ら生 じてい ると考え られ る。

 本 稿 で この三 部作を と りあげる場合 も,一 応先の二作品 と 「曙紅 社」 とを

わけ てみ てゆ くことにす る。 しか し,Eugenio G. de Noraの 言 葉に もあ る

 (s>

通 り,こ れ はBarojaの 初 期 の三部作の中では最 も緊密な結 びつ きを もつ も

のだけ に この分割 も暫定 的な ものにす ぎず,論 旨が両者にわた る場合のあ る

ことはや むをえない。

 以 上 の よ うな分割 に従 って,「探索」,「悪草」 と 「曙紅社」を別 々にみ てゆ

け ば,そ れぞれ の序言 とプ ロmグ が非常に示唆に富んだ ものとな ってい る

こ とが判 る。そ こで先ず,「探索」 の序言をみてゆ くと,

 「ゆ るやかに,し めや かに,お ごそかに廊下 の時計が十二 時 を うち 終 え

た 。」(``Acababan de dar las doce, de una manera pausada, acompasada

              (7)

yrespetable, en el reloj del pasillo.")

 とい う書 き出 しで,読 者 の関心 をまず漠然 とした時間 と空間にひきつけ,

次 いで上記 の時計 と,近 所 の時計 と教会 の時計の時報が ちが っている ことに

ふ れて,

 「三 つ の うち どの時計が あ っていた のであろ うか 。時 をはかるあの三 つの

器 械のなか で どれが最 も正確 だ ったのであ ろ うか。 遺憾 なが ら作者には確 か

な ことはいい かね る。遺憾 なが らとい った のは,時 間 とはあ る謹 厳な る哲学

者 に よれば,我 々が生活 の愚 しい営みを織 りな してゆ く刺繍 布であ るとの こ

(5) op. cit., p疊.349.

(() op. cit., p疊.152.

(7)P卲Baroja;Obras completas I;Madrid, Biblioteca Nueva,1946;p疊.257.
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とだか らであ る。それに,こ の書物 とい う刺繍 布がいか なる時点か ら始 るの

かを しか と定 め得ない ことは,ま ことに非科 学的である 。」 ("こCuゑl de los

tres relojes estaba en lo fijo?ｿCu疝 de aquellas tres m痃uinas para medir

el tiempo ten僘 m疽 exactitud en sus indicaciones?E]autor no puede

decirlo, y lo siente. Lo siente, porque el tiempo es, seg佖 algunos

graves fil�ofos, el ca�mazo en donde bordamos las tonter僘s de nuestra

vida;yes verdaderamente poco cient凬ico no poder precisar con seguridad

                       Cs)
en qu駑omento empieza el ca�mazo de este libro.")

 とい う文に移 り,そ の後に この真夜 中の詩人 や売笑婦や 博打 うちな ど様h

な 人間の営みが素描 され てい る。

 小 説が一種の歴史 であ るとすれ ぽ,時 間的な ものであ る。 それが物語 り的

な性格を もてぽ(あ るいは,フ ォ心スターのい うよ うに 「そ して(… … …)

そ れか ら」 とい う形式 をとれぽ,と 言いか えて もよいが),時 間 の順序に した

が うものであ ることは言 うまでもない。 この よ うな点か ら,上 にあげた 作者

独特の シニズムが こめ られた 「時 間とは,(… … …)我 々が生活 の愚 しい営み

を織 りな してゆ く刺 繍布」 とい う言葉 と 「この本 とい う刺繍 布」 とい う言 葉

を考 えあわせ てみ る時,こ の作品がまぎれ もな く物語 り的な性 格を もつ もの

であ ることが 明らかになる。 さ らに付 け加 えれぽ,こ の引用か ら人物達 がそ

れ ぞれ の色 と形で織 りつづ った刺繍布が この作品であ るともいえ よ う。以上

序言 を通 して この作品の総体 的な性格 を瞥 見 したがつい で作品の状況設定 に

視線 をむ けて,そ れ と 「生存の闘い」 とい うテーマとの絡 み合いをみ てゆ く

ことに しよう。

 す でに述べ たよ うに,作 者の視 線は首都 の下町,す なわ ち華やか な光彩 を

放つ大都会 の影にな った惨めな底 辺部 にむ け られ てい て,そ こでは 日夜 悲惨

な環 境のも とで,生 きるための闘いが く り返 され てい る。 主人公が叔父 の靴

屋で働い ていた時に入居 したRiloお や じの下宿 とそ のあた りの描写 を引用

($) op. cit., p疊:257.
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してみ ると。

  「そ の ポロ下宿 は,う じ虫 の巣の ように熱つぼ くもぞ もぞ と蚕 く小世界だ

った。 そ こで人 々は働いた り,怠 け て遊 んだ り,酒 をのんだ り,腹 をすかせ

た り, x死 に した りし,ま た そこで家具が作 られ,古 美術 品が贋造 され,

年 代 ものの刺繍が補修 され,安 物 の菓子が作 られ,こ われた 陶器が修復 され,

盗 み の密議 が こらされ,女 達は身を売 っていた。」  ("Era la Corr疝a un

mundo en peque�, agitado, febril, que bull僘 como una gusanera. All�

se trabajaba, se holgaba, se beb僘, se ayunaba, se mor僘 de hambre;all�

se constru僘n muebles, se falsificaban antig�dades, se zurc僘n bordados

antiguos, se fabricaban bu�elos, se compon僘n porcelanas rotas, se con-

                 (9)
certaban robos, se prostitu僘n mujeres")

 目 く るめ くぼか りに激 しい調子で ここに描 き出された世界は,も はや人間

世界 とい うイ メー ジを呼 び起 こしは しない。 まぎれ もな く人間の営みが描き

出 され てい るのに,我 々の脳裏 にはむ しろ動物 的な世界の イメージが うかぶ。

「うじ虫の巣 の よ うに熱 っぽ くもぞもぞ蚕い てい る小世界」 とい う表現か ら,

作者 が人間を動物 的な存在 として把握 してい ることは伺がえるが,さ らに下

の 「女 達は身を売 っていた」 とい う表現においてその ことはい っそ う明 らか

に なる。す なわ ち,そ れ までの文では 「家具」や 「古美術品」が主語 とな っ

てい るのに,こ こでは人間が主語にな ってい るが,こ の ことは とりも直 さず

作 者が事物 を扱 うのと同 じ平面で 「女達」,すなわち人 間を取扱 ってい る こと

を物語 ってい る。以上 の ことか ら,作 者が極限状態にある人 間を動物 的なも

の として把握 してい る ことは明 らかであ る。

 小 説 の中で 「生」 とい う問題を提起す るには,い ろい ろな方法があ ろ う。

例えば,小 説 家 としてのUnamunoは 「死」 とい う対立概念 を通 して,そ の

形而上的 な意味を追求 しよ うとしてお り,一 方Azo血 は 繊細微妙な形で 自

己 と密 着 した 「生」を語 り,追 求 している とい う言葉がふ さわ しくない とさ

(9) op. cit., p疊.288.
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えいえるほ どである。Barojaの 場合,こ とにこの二作品では,一 面で瞑想

的な態度,も しくは徹底した観察者 としての態度を保持しなが らも,現 実そ

のものへの真摯なアプローチがはるかに強く表われてお り,ま た詳細な観察

を通して人生の断片をよせ集め,そ れをふるいにかけ選択を加え可能な限 り

客観的な形で提示しようとしている態度がは っきりと伺がえる。 このような

作者の姿勢を反映して,こ こに描かれるのは現実世界の中でぎりぎりの線ま

で追いつめられた人間達の具体的な 「生」なのだ。彼等にとって 「生」 とは,

形而上の問題でなく形而下の事柄なのだ。権力者やブルジョワジーが,虚 名,

権力,経 済力で自らを武装しているとすれぽ,彼 等貧民達は何ひとつ身にま

とう武器 もなく,赤 裸々な姿で生存に従事 している。そ こにあるのは,日 常

的で具体的な 「生」ではあるが,種 々の条件のもとで悲惨な形態をとってい

るo

 「生存競争」という言葉を純粋に生物学的意味で捉えた場合,そ れがその

ままの形で入間世界にあてはまるか どうか とい うことには問題が残るにして

も,人 間が本来霊的なものと獣的なものとの二面を備えた存在であ り,極 限

状態におかれた場合には,そ の獣性が しぼしぼより顕著な形であらわれるこ

とは周知の通 りである。そ うした人間の世界を律する法則 として 「生 存 競

争」がもち出されているのであ り,こ こに作者の意図があることは容易に判

断されえよう。すなわち,状 況設定と三部作のタイ トルとはこの点で深 く絡

みあっているのである。

 以上先の二作品の基本的な性格とそのテーマを概括的にのべてきたが,こ

のことを足場にしてもう少 し詳しく二作品の性格を追求 してみることに しよ

う。

 そこで,人 物を通 してみてゆ くことにするが,主 人公に先ずスポットをあ

ててみ よう。すでに述べたように,主 人公にはManue1が 一応設定されてい

る。 ところがこの人物を捕えようとしても捕えどころがなく,ご く漠然 とし

たイメージしか喚起しないし(こ のことは,「曙紅社」においてもいえること
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である)。 これは彼の行動がほとんどの場合外部の力によって始動したもの

であること(作 中でManuelが しばしぽ 「ほかにしようがない」となげや り

な調子で言 うが,こ のことは端的に彼の行動力を欠いた性格 を物 語 ってい

る)に 多 く依存しているが,同 時に彼の内面が描 き出されることがなく,い

わゆる内的発展をみせない人物とな っているためでもある。物語 り小説が人

物の内面にでなく,プ ロット自体に重きをおいたものであることは周知のと

お りであるが,そ の場合人物を固定化しそれにの っとってス トーリーを展開

させてゆ く手法が正統的なものであることはディケンズにおいてすでに明か

な通 りである。Manuelも そ うした点から眺めてみれぽ,人 物像としては固

定 されてお り,と りも直さずこの作品の物語 り的性格をは っき り証明してい

る。たが,こ こで注意しなけれぽならないことは,近 代小説においてはそ う

した人物設定を通してのス トーリー展開が,概 ね多少の起伏をみせなが らも

結末へと求心的V`進 んでゆくのに比べ,こ の二作品では唐突な感 じを抱かせ

るほど激 しい局面の変化,挿 話的事件が続き,ス トーリーの展開が結末にむ

か って求心的な形で進んでいないことである。このことからも,推 察される

通 り,作 者は主人公自身の運命に力点をおいてはおらず,む しろ彼をとりま

く世界,人 物あるいは事件を語ることに力点をおいている。それゆえとても

要約出来ないほど錯雑したこのス トーリーの展開は,ド ス トエフスキイにお

けるような迷路のような性格をもちなが らも,ひ と度そこを通 りぬけれぽ全

体の緻密な構成が鳥日敢できるといったものでな く,主 人公を無色の縦糸にし

たて,そ れを軸に人物,挿 話 といった図柄を織 り込もうとした作者の創作態

度を反映したものなのだ。このことはまた作者の事件,人 物への執着を物語

ってもいるのである。以上のことから考えて,作 者は必ず しもManuelと い

う人物を描き出す ことにこの作品の生命をかけているのでなく,む しろ彼を

カメラ的存在にしたて現実とい う海に投じ,そ の無限の相貌の断片や,そ こ

に遊泳する人間達や,そ こに くりひろげられているドラマを写し出そ うとい

う意図を抱いていたに違いない。 (もちろんここでい うカメラ化とい う言葉
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は,フ ランスのヌボー ・ロマ ンで よく用い られ るそれ とは かな りの開きが あ

るこ とはい うまで もない。) こ こで も う一度Manue1が 漠 然 とした イメー ジ

しか喚起 しない人物である とい うことを考 えてみれぽ,そ れ は作者が彼 をカ

メラ化,す なわち非個性化,透 明化 した結果 であ ると考え ら れ る。 試 み に

Barojaの 創 り出した他の人物達,例xぽFernando Ossorio, Andr駸 Hurtado,

Zalacain, Shanti And僘な どを思い浮べ てみれぽそ の相違 は明 らか である。

 自然 とい う壮大な ドラマの中では,個 々の存在 が決 して主人 公 とはな り得

ない よ うに,入 間世界 の ドラマにおい て も,個 人はそ の主人公 にな るこ とは

ない。 しか し反面 におい て,そ れぞれ人間は少 くとも 自己の人 生の主人公 で

あ ることも真理である。 「冒険家サ ラカイ ン」Zalaca匤 el aventurero,1909

に お いて,作 者は個人 の壮烈な ドラマを描 き出そ うと した のだ とすれば,こ

の三部作,こ とに先 のこ作 品では社会の底辺部 の人間達を描 き出そ うとした

のであ り,Manuelの 影 の うすい性格 もまさに この点 に由来 してい る。 この

二 作品の主人公 とは,個 人 でな く作者が描 き出 してい る人物 すべ てなのだ。

いいかえてみれば,Manuelを 縦 糸に し,種 々雑多な人間 達の図柄を小説 と

い う布に刺繍 しよ うとした ので あ り,さ らにその奥には悲惨 な状態に ある人

間達を動物的な存在 とみ なす こ とY'よ って,そ の世界 の根底 に 「生存競争」

とい う苛 借ない法則のひそんでい ることを暴 き出そ うとす る作者 の意図が ひ

め られてい る。

 Barojaが 十 九世紀末 の科学がすぼ ら しい発展 を とげ,未 だあ らゆ る可能性

を 内包 していた時代v医 学 を学 び,ダ ーウ ィンの思想に 強い影 響を うけ てい

る ことと,上 にのべた ことを考 えあわせてみれ ぽ,こ の作 品にみ られ る数 多

くの人物,事 件,挿 話 には,自 然科学者が集めた 標本を提示す るのに も似 た

性格が うかが え,し か もそれが客観的な表現 で提 示 され てい る ことか ら,当

然 フランスの 自然主義 との結 びつ きが頭に浮ぶ。Engenio G. de Naraが こ

の三 部作の タイ トルを と りあげ 「自然主義的 な酷薄 冷徹な厳 しさ(こ れ は,

感 情が生起 しても,純 真す ぎない よ うに とそれ をいつ も押 し隠す入間特有 の
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も の な の だ が)を そ れ と な く 伺 が わ せ る ダ ー ウ ィ ン的 な タ イ トル 」 ("t咜ulo

darwiniano que insin俉 ya el fr卲 y brutal rigor de naturalista(de hombre

que en todo caso esconde sus sentimientos, si los tiene, por no aparecer

   (io)
ingenuo")と 述 べ た 時,彼 の 脳 裏 に は そ う し た 考 え が 浮 か ん だ に 違 い な い,

さ ら に,Barqlaが 医 師 の 経 験 が あ ρ た こ と と,ゾ ラ と クmド ・ベ ル ナ ー ル

と の 結 び つ き と を 考 え て み れ ぽ,そ こ に 動 か しが た い 定 式 す ら浮 び 上 る よ う

に 思 わ れ る 。                       (未 完)

 C10) op. cit., p疊.152.
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